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吉
野
作
造
記
念
館
開
館
か
ら
28
年
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
引
き

続
き
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
行
い
つ
つ
、
講
座
・
講
演
会
な
ど

の
事
業
に
つ
い
て
は
対
面
形
式
へ
と
徐
々
に
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。
依

然
と
し
て
ご
不
便
を
お
か
け
し
つ
つ
も
、
毎
回
大
変
な
ご
盛
況
を
い
た

だ
き
、
職
員
一
同
大
い
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
１
年
、
吉
野
作
造
の
学
校
教
育
で
の
活
用
を
一
段
と
進
め
る
べ

く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
以
前
よ
り
実
施
し
て
い
た
吉
野
作
造

パ
ネ
ル
展
は
、
大
崎
市
立
の
全
小
・
中
学
校
を
巡
回
し
ま
し
た
。
並
行

し
て
、
未
来
の
主
権
者
を
育
て
る
絵
本
『
ケ
ロ
ッ
キ
ー
ブ
ー
と
お
お
き

な
あ
な
』
の
原
画
展
・
パ
ネ
ル
展
、
読
み
聞
か
せ
会
を
市
内
お
よ
び
県

内
各
地
で
開
催
し
、
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
野
作
造
の
母

校
で
も
あ
る
大
崎
市
立
古
川
第
一
小
学
校
で
は
こ
の
３
月
、
絵
本
を
題

材
と
し
た
道
徳
の
授
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
各
校
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
の
活
用
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
参
加
型
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
と
当
館
が

協
力
し
て
地
域
史
料
を
読
解
・
調
査
す
る
と
い
う
「
市
民
学
芸
員
」
企

画
を
開
始
し
ま
し
た
。
第
１
回
は
大
崎
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
「
加
藤

家
文
書
」
の
資
料
翻
刻
や
解
説
の
執
筆
を
行
っ
て
頂
き
、
後
期
企
画
展

「
我
が
町
お
お
さ
き
の
歴
史
・
文
化
（
第
１
回　

戦
争
篇
）」
で
展
示
し

ま
し
た
。
地
域
の
歴
史
と
住
民
を
つ
な
ぎ
継
承
し
て
い
く
た
め
、
市
民

学
芸
員
と
い
う
新
た
な
試
み
に
は
、
私
た
ち
と
し
て
も
非
常
に
大
き
な

手
ご
た
え
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

資
料
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
吉
野
作
造
ご
令
孫
の
上
田
雪
子
氏
よ

り
、
新
た
に
吉
野
作
造
お
よ
び
関
係
者
の
遺
稿
・
遺
墨
・
書
簡
な
ど
多

数
の
貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。
今
後
の
研
究
活
動
に
新
た

な
光
を
当
て
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
上
田
氏
に
は
こ
の
場
を
借
り

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
館
を
支
え
て
く
だ
さ
る
大
崎
市
民
、
友
の
会
は
じ
め
多
く
の
皆

様
、
そ
の
力
の
大
き
さ
を
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
再
確
認
し
た
１
年
で
し

た
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ吉野

作
造
記
念
館　

館
長　

氏　
家　
　
　
仁

吉野家旧蔵の新資料が寄贈されました。
　吉野作造三女光子氏の夫小松清氏旧蔵の明治文化研究会関係資料、吉野作造長男吉野俊造氏旧蔵の遺稿、書幅などで、
2022年7月、俊造氏ご長女で吉野作造令孫の上田雪子氏よりご寄贈いただきました。

吉野作造あて徳富健次郎（蘆花）書簡

吉野作造原稿「静岡学校の教師クラーク先生」 中国の革命家・黄興の書
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トピックス（2022年４月～９月）
　

２
０
２
２
年
５
月
で
設
立
か
ら
20
年

を
迎
え
た
吉
野
作
造
記
念
館
指
定
管
理

者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人
。
記
念
式

典
に
は
、
来
賓
と
し
て
吉
野
作
造
ご
令

孫
の
上
田
雪
子
氏
、
大
崎
市
の
伊
藤
康

志
市
長
、
熊
野
充
利
教
育
長
、
関
武
徳

市
議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
映
像
で
振
り

返
っ
た
ほ
か
、
大
崎
市
内
の
高
校
生
を

交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
お
お
さ
き
の

輝
く
未
来
〜
ま
ち
づ
く
り
は
君
た
ち
の

手
で
〜
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

5
月
28
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人

創
立
20
周
年
記
念
式
典

憲法記念日講演会（5月3日）
講師：佐々木弘通氏（東北大学教授）こどもの日ちいさなイベント（5月5日）

基礎講座「吉野作造の文章を読んでみよう」（計10回）
氏家館長による通年開催の講座。

学芸体験講座「資料読解～吉野作造の手紙を読んでみよう～」
（5月22日・6月19日）
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トピックス（2022年10月～2023年3月）
11
月
12
日

読
売
・
吉
野
作
造
賞
受
賞
者
講
演
会

講
師
：
櫻
川
昌
哉
氏　

（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

80
年
代
日
本
の
バ
ブ
ル
経
済
は
必
然

的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
す
る
立
場
か

ら
、
バ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
た
日
本
経
済

の
構
造
や
、
当
時
の
金
融
政
策
の
問

題
、
現
代
ま
で
続
く
課
題
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　吉野作造記念館友の会は、記念館を通して会員
同士の親睦を図りつつ、地域の芸術・文化・歴史
を学ぶことを目的とする会です。展示観覧、講演
会などへの参加が無料になるほか、会員限定のさ
まざまな特典があります。
　詳しくは記念館までお問い合わせください。
年会費：3,000円（家族会員割引もあります）

80
年
代
の
バ
ブ
ル
は

偶
然
だ
っ
た
の
か
、
必
然
だ
っ
た
の
か

吉野作造記念館友の会のご案内

吉野作造生誕記念イベント（1月29日）

友の会バスツアー（11月23日）
震災遺構・仙台市立荒浜小学校を見学。

クリスマス会（12月11日） 国際啄木学会　2022年度 秋の大会（10月16日）

歴史講座「戦争と地域社会」（3月12日・26日）
講師：後藤彰信氏
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企画展＆関連イベント
7
月
24
日
〜
9
月
25
日

前
期
企
画
展

吉
野
作
造
と
宮
城
県
尋
常
中
学
校
の
仲
間
た
ち

協
力
：
一
関
市
博
物
館　

宮
城
県
仙
台
第
一
高
等
学
校

宮
城
県
仙
台
第
一
高
等
学
校
同
窓
会　
　
　
　

後
援
：
大
崎
市　

大
崎
市
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　

1
月
29
日
〜
3
月
26
日

後
期
企
画
展

我
が
町
お
お
さ
き
の
歴
史
・
文
化
（
第
１
回　
戦
争
篇
）

後
援
：
大
崎
市　

大
崎
市
教
育
委
員
会

宮城県尋常中学校時代の吉野作造を、恩師や
同級生との関係からみる展示。

戦争をキーワードに、文書を中心とした資料で
大崎の近代史をたどる展示。

大槻家と宮城県の教育、吉野たち生徒への影
響を資料でたどりました。

市民ボランティアを募集し、資料読解や展示づく
りに協力していただきました。

吉野作造と同級生たちが大槻文彦たち恩師を
囲む会を開いた際の寄せ書き。

戦時中の国民生活の実態を伝える貴重資料
「加藤家文書」（大崎市文化財）。

記念講演会「中学生吉野作造と大槻文彦校長」
講師：後藤斉氏（東北大学名誉教授）

記念講演「大崎市内小学校の資料調査から」
講師：大平聡氏（宮城学院女子大学教授）
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NPO法人古川学人「３つの作造<つく>る」 人づくり ―主権者教育―
高
等
学
校
向
け
特
別
授
業・出
前
講
座

　

吉
野
作
造
記
念
館
で
は
県
内
の
高
等
学
校
な
ど
と
協
力
し
、
選
挙
権
拡
大
の
歴

史
や
、
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
の
意
義
を
学
ぶ
主
権
者
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
は
泉
館
山
高
校
、
古
川
学
園
高
校
、
仙
台
第
三
高
校
の
３
校
で
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

主
催
：
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

事
業
実
施
委
託
受
注
者
：　
　
　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
古
川
学
人　

　

宮
城
県
に
お
け
る
選
挙
の
投
票
率

が
、
特
に
10
代
・
20
代
で
低
い
状
況
を

鑑
み
、
２
０
２
２
年
実
施
の
参
議
院
選

挙
に
対
す
る
啓
発
の
取
組
を
主
体
的
に

企
画
・
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
投
票

率
向
上
と
主
権
者
教
育
の
推
進
を
目
指

す
事
業
で
す
。
大
崎
市
内
５
高
校
（
大

崎
中
央
高
校
、
古
川
高
校
、
古
川
学
園

高
校
、
古
川
工
業
高
校
、
古
川
黎
明
高

校
）
27
名
の
生
徒
が
、
５
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
選
挙
の
課
題
と

投
票
率
向
上
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

８
月
の
最
終
報
告
会
で
は
、
各
校
の

選
挙
啓
発
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
や
啓
発

看
板
の
作
成
、
プ
リ
ン
ト
配
布
な
ど
、

各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
に
基
づ
い

た
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
５
高
校
の
生
徒
の
投
票
率

は
55
・
３
％
（
全
国
の
18
歳
投
票
率
プ

ラ
ス
16
・
63
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
し

た
。 高

校
生
選
挙
啓
発
活
動

サ
ポ
ー
ト
事
業

泉館山高等学校２年生（12月16日）仙台第三高等学校２年生（３月20日）

古川学園高等学校3年生（12月13・14・23日）

第2回ワークショップ（5月13日）最終報告会（8月7日）
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で学ぶ選挙と政治参加〈人づくり―主権者教育―〉

絵　菅原　暢子　　作　特定非営利活動法人古川学人（吉野作造記念館指定管理者）
制作・発行　特定非営利活動法人古川学人　　制作協力　東北大学出版会
2021年7月31日　初版第1刷発行　　頒価　1,800円（税別）
この絵本は、READYFOR株式会社を通じたクラウドファンディングにより、未来の有権者を
育てる活動にご賛同頂いた多くの皆様のご支援を受けて制作しています。

吉野作造記念館、またはお近くの書店にてお求めください。
販売店は吉野作造記念館ウェブサイト内特設ページでご案内しています。
右のコードよりお進みください。

古川学人では、親子で選挙と政治参加を学べる絵本『ケロッキーブーと
おおきなあな』を活用し、さまざまな取り組みを行っています。

◆読み聞かせ＆投票体験
　５月５日　　　　　　吉野作造記念館ちいさなイベント
　６月・10月・２月　　　醸室で体験＆体感の日　カムカムひろば
　11月５日　　　　　　ピースアクション２０２２ INみやぎ　絵本キャラバン
　12月11日　　　　　　吉野作造記念館クリスマス会
◆絵本パネル展・原画展
　９月１日～10月12日　あ・ら・伊達な道の駅（パネル展）
　11月３日～24日　　　大崎市地域交流センターあすも（パネル展）
　11月25日～12月18日　玉造荘（パネル展）
　12月11日～25日　　　吉野作造記念館（原画展）
　９月～　　　　　　　大崎市内小学校巡回展（パネル展）　
◆講　演
　８月26日　　　　　　古川ロータリークラブゲストスピーチ「絵本で学ぶ民主主義」

パネル展（敷玉小学校）

投票体験（クリスマス会）

パネル展（あ・ら・伊達な道の駅） 読み聞かせ（カムカムひろば）
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NPO法人古川学人「３つの作造<つく>る」 未来づくり ―次世代育成―

11
月
5
日
〜
12
月
4
日

お
お
さ
き
芸
術
コ
ン
ク
ー
ル　
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
覧
会

（
宮
城
県
共
同
募
金
会
「
み
や
ぎ
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
助
成
事
業
）

主
催
：
Ｎ
Ｐ
О
法
人
古
川
学
人　

「
お
お
さ
き
芸
術
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
大
崎
市
の
小
・
中
・
高
校
、
支
援
学
校
の

み
な
さ
ん
の
作
品
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
覧
会
を
開
催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

費
用
と
し
て
寄
附
す
る
と
い
う
企
画
で
す
。

絵
画
の
部
（
小
学
生
）

　

佳
作

　
「
み
ん
な
が
大
好
き
な

じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
米
」

　

伊
藤
心
春
さ
ん
（
古
川
五
小
１
年
）

　
「
ね
ぐ
ら
に
帰
っ
て
く
る
ま
が
ん
」

　

藤
崎
比
菜
さ
ん
（
沼
部
小
５
年
）

　
「
夏
休
み
の
思
い
出
」

　

加
川
碧
唯
さ
ん
（
古
川
二
小
５
年
）

絵
画
の
部
（
中
学
生
）

　

佳
作

　
「
め
ぐ
る
」

　

清
野
佳
蓮
さ
ん
（
古
川
東
中
３
年
）

絵画の部　最優秀賞（小学生）
「吉野作造記念館で花火を見たよ」
前田隼輝さん（古川二小1年）

絵画の部　優秀賞（小学生）
「ぼくの小学校」

菅原康介さん（敷玉小6年）

写真の部　優秀賞（中学生）
「ひまわりが咲いた！」

鈴木比奈子さん（古川黎明中3年）

写
真
の
部　

最
優
秀
賞（
小
学
生
）

「
家
族
と
お
散
歩
」

松
江
緋
那
さ
ん（
岩
出
山
小
６
年
）

絵
画
の
部　

優
秀
賞（
中
学
生
）

「
お
お
さ
き
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

菊
池
音
寧
さ
ん（
古
川
黎
明
中
2
年
）

絵
画
の
部　

優
秀
賞（
中
学
生
）

「
ふ
る
さ
と
」

照
井
穂
乃
花
さ
ん（
古
川
黎
明
中
3
年
）

絵画の部　理事長賞　「夜空」
佐藤優智さん（古川支援学校中学部3年）
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第
2
回　
お
お
さ
き
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

（
宮
城
県
共
同
募
金
会
「
み
や
ぎ
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
助
成
事
業
）

主
催
：
Ｎ
Ｐ
О
法
人
古
川
学
人　

　

①
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
た
も
の
、
②
私
た
ち
が
暮
ら
す
地

域
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
考
え
た
も
の
を
テ
ー
マ
に
作
文
を
募
集
。

　

第
２
回
は
大
崎
市
内
の
小
学
５
〜
６
年
生
・
中
学
生
か
ら
、
計
90
作
品
の
応
募
を

頂
き
ま
し
た
。

NPO法人古川学人「３つの作造<つく>る」 未来づくり ―次世代育成―

○
中
学
生
の
部

　
最
優
秀
賞

「
魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ
」

中
鉢
雫
さ
ん（
岩
出
山
中
３
年
）

　
優
秀
賞

「
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
未
来
」

赤
間
沙
羽
さ
ん（
岩
出
山
中
２
年
）

「
伝
統
・
歴
史
を
伝
え
る
」

横
田
く
る
み
さ
ん（
古
川
黎
明
中
３
年
）

　
奨
励
賞

「
未
来
の
大
崎
市
に
希
望
す
る
こ
と
」

吉
田
真
子
さ
ん（
三
本
木
中
３
年
）

「
活
気
あ
る
古
川
に
す
る
た
め
に
」

村
山
瑞
希
さ
ん（
古
川
南
中
２
年
）

「
住
み
た
く
て
住
ん
で
い
る
訳
じ
ゃ
な
い
の
に
」

藤
田
妃
名
さ
ん（
古
川
黎
明
中
２
年
）

○
小
学
生
の
部

　
優
秀
賞

「
私
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
の
未
来
」

飯
田
峻
伍
さ
ん（
古
川
二
小
５
年
）

○
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
賞

「
鹿
島
台
の
未
来
」

大
和
田
吏
音
さ
ん（
鹿
島
台
中
１
年
）

　

私
は
大
崎
市
岩
出
山
に
住
ん
で
い
ま
す
。

岩
出
山
は
、
ど
の
方
向
を
見
て
も
鮮
や
か
な

緑
が
目
に
入
る
、
自
然
が
と
て
も
豊
か
な
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
災
害
が
発

生
し
や
す
く
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
宮
城
県
を
中
心
と
し
た
記
録
的
な

豪
雨
の
影
響
で
大
崎
市
は
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
河
川
が
決
壊
し
、
家
屋
が
浸
水

し
た
り
、
道
路
が
冠
水
し
た
り
、
土
砂
崩
れ

が
起
き
た
り
、
と
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
私
の
身
の
回
り
で
も
、
中
学
校
へ

向
か
う
道
が
土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て
通
行
止
め

に
な
っ
た
り
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
何
人
か
か
ら

自
宅
が
浸
水
し
た
と
聞
い
た
り
も
し
ま
し

た
。
ま
た
、
実
際
に
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
い

動
け
な
く
な
っ
た
車
も
見
ま
し
た
。
ど
こ
か

他
人
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
た
瞬
間
で
し
た
。
大
崎
市
な
ら

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
テ
レ

ビ
で
流
れ
て
い
る
よ
う
な
光
景
を
見
る
こ
と

に
な
る
な
ん
て
考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
二
〇
一
五
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨

で
決
壊
し
た
渋
井
川
の
映
像
が
今
も
強
く
記

憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
る
で
自
分
の
知
ら

な
い
場
所
の
よ
う
で
し
た
。
今
回
決
壊
し
た

名
蓋
川
は
、
七
年
間
に
三
度
も
決
壊
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
渋
井
川
は
嵩
上
げ
工
事
を

し
て
い
た
の
で
、
被
害
が
出
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

嵩
上
げ
を
す
る
の
に
は
お
金
が
か
か
り
ま

す
。
そ
の
資
金
は
、
市
民
の
税
金
な
ど
か
ら

出
て
い
ま
す
。
税
金
は
限
り
あ
る
も
の
で
、

住
民
が
増
え
な
い
と
多
く
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
大
崎
市
を
よ
り
活

気
あ
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
今
、
大
崎
市
に
は
約
十
三
万
人
が
住

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
人
を
呼
び
込
む
た
め

に
は
、
他
に
は
な
い
、
大
崎
市
だ
か
ら
こ
そ

の
も
の
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
が
大
崎
市
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
と
こ

ろ
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
鳴
子
峡
や
有
備
館
な
ど
大
崎

市
に
は
春
は
桜
、
夏
は
向
日
葵
、
秋
の
紅
葉

に
、
冬
は
ス
キ
ー
と
四
季
折
々
の
自
然
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。
他
に
も
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
化

女
沼
や
蕪
栗
沼
な
ど
、
自
然
の
魅
力
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
だ
て
正
夢
、
デ
リ
シ
ャ
ス
と

ま
と
、
伊
達
ざ
く
ら
ポ
ー
ク
な
ど
美
味
し
い

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
く

の
人
に
美
味
し
い
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
と

農
家
さ
ん
が
こ
だ
わ
り
と
愛
情
を
持
っ
て
つ

く
っ
た
も
の
は
、
ぜ
ひ
全
国
の
方
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

　

三
つ
め
は
、
人
の
温
か
さ
で
す
。
朝
に
は

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
帰
り
に
は
お
か
え
り

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
優
し
い
方

が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
人
の
温
か
さ

に
も
触
れ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

　

大
崎
市
に
は
魅
力
が
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
伊
達
政
宗
の
居
城
が
築

か
れ
た
歴
史
も
あ
る
街
で
、
生
け
垣
や
銅
像

な
ど
も
残
っ
て
い
ま
す
。
今
あ
る
も
の
を
さ

ら
に
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

中
学
生
の
部
最
優
秀
賞

「
魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ
」

岩
出
山
中
３
年　

中
鉢
雫
さ
ん

表彰式（12月4日）
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こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
何
年
も
大
崎
市
で
暮

ら
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
魅
力
を
さ
ら
に
磨

き
、
災
害
の
少
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
防
災
拠
点
な
ど
の
防
災
面

や
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
大
崎
市
に
す

る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
か
、
周
り

の
人
と
話
し
合
い
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
大
崎
市
鹿
島
台
は
、
鳴
瀬

川
と
吉
田
川
に
は
さ
ま
れ
た
低
い
地
形
で
過

去
三
百
年
に
渡
る
水
害
と
の
闘
い
の
歴
史
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
六
十
一
年
八
月
五
日
の
記
録
的
な
豪

雨
に
よ
る
大
水
害
で
は
、
鳴
瀬
川
と
吉
田
川

が
決
壊
し
、
旧
鹿
島
台
町
の
三
分
の
一
の
面

積
を
の
み
こ
む
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
住

宅
や
穂
が
出
た
ば
か
り
の
青
々
と
し
た
水
田

を
泥
水
が
お
そ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
小
学
校
六
年
生
だ
っ
た
と
い
う

伯
母
の
話
に
よ
る
と
、
伯
母
が
所
属
し
て
い

た
鹿
島
台
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は
マ
ー
チ

ン
グ
の
大
会
で
初
め
て
東
北
大
会
、
全
国

大
会
へ
と
進
み
「
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

賞
」
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
水
害
で
町
全
体
が

暗
い
雰
囲
気
の
中
、
明
る
い
話
題
と
な
り
パ

レ
ー
ド
も
行
わ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

水
害
と
の
闘
い
は
、
江
戸
時
代
か
ら
三
百

年
続
い
て
い
ま
す
。
旧
鹿
島
台
村
の
村
長
を

務
め
た
鎌
田
三
之
助
は
明
治
四
十
年
か
ら

三
十
八
年
間
、
大
洪
水
と
な
る
品
井
沼
干
拓

に
取
り
組
ん
だ
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

私
が
小
学
校
四
年
生
の
と
き
令
和
元
年
東

日
本
台
風
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
日
、
私
は

学
芸
会
を
終
え
て
家
に
帰
っ
た
こ
ろ
か
ら
雨

が
降
り
始
め
、
強
い
雨
が
こ
わ
く
て
家
族
全

員
リ
ビ
ン
グ
で
就
寝
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
の
と
き
も
河
川
が
決
壊
し
大
変
な
災

害
と
な
り
被
害
の
あ
っ
た
父
の
友
人
の
家
も

一
階
天
井
ま
で
浸
水
し
ま
し
た
。
片
付
け
の

手
伝
い
に
通
っ
た
父
か
ら
被
害
の
大
き
さ
を

聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
島
台
互
市
は
百
十
年
以
上
前
か
ら
続
く

伝
統
の
市
で
、
春
と
秋
に
開
か
れ
ま
す
。
こ

の
時
の
水
害
の
約
一
ヶ
月
後
に
開
催
さ
れ
た

互
市
で
は
「
火
の
用
心
、
交
通
安
全
、
秋
の

互
市
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
私
が
活
動
し
て
い
た
鹿
島
台
小

学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で
「
ワ
ー
ク
マ
ン
」
を

演
奏
し
ま
し
た
。
私
も
、
音
楽
で
、
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
思
い

で
演
奏
し
ま
し
た
。

　
「
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
大
昔

か
ら
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
願
い
で
す
。

ど
う
し
た
ら
、
水
害
に
強
い
ま
ち
に
な
る
の

か
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
お
だ
や
か
で
い
つ
も
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
未
来
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
編
集
上
の
都
合
に
よ

り
一
部
修
正
を
加
え
ま
し
た
。

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
賞

「
鹿
島
台
の
未
来
」

鹿
島
台
中
１
年　

大
和
田
吏
音
さ
ん

小
中
学
校
巡
回
パ
ネ
ル
展

　

吉
野
作
造
の
業
績
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
「
わ
た

し
た
ち
の
先
輩
吉
野
作
造
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
は
各
校
の
ご
協

力
の
も
と
、
大
崎
市
立
の
全
小
・
中
学
校
を
巡
回
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
の
感
想

大
貫
小
学
校

○
ぼ
く
は
吉
野
作
造
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い

て
調
べ
て
、
作
造
さ
ん
は
、
日
本
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
に
「
民
本
主
義
」
を
発
表

し
た
り
、
一
九
一
八
年
に
は
、
黎
明
会
を

作
り
、
日
本
全
国
を
と
び
回
っ
て
民
本
主

義
の
大
切
さ
を
広
め
よ
う
と
が
ん
ば
っ
た

り
、
す
ご
く
努
力
を
し
て
い
た
人
な
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。

田
尻
小
学
校

○
吉
野
作
造
パ
ネ
ル
展
を
見
て
学
ん
だ
こ

と
は
、
民
主
主
義
の
今
の
日
本
を
つ
く
っ

た
人
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
国
や
ド
イ

ツ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
留
学
し
、
そ
の

国
の
政
治
を
学
ん
で
日
本
の
政
治
に
も
生

か
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
作
造
が
心
う
た

れ
た
国
民
た
ち
が
声
を
上
げ
、
政
治
を
動

か
し
て
い
る
と
い
う
の
は
今
の
日
本
と
同

じ
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
大
学
の
教
授

に
な
り
、
民
主
主
義
と
い
う
考
え
を
論
文

で
発
表
し
た
の
も
そ
の
お
か
げ
で
今
の
日

本
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
大
崎
に

こ
ん
な
に
す
ご
い
人
が
い
た
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

鳴子中学校（4月28日～ 5月27日） 大貫小学校（2月3日～ 17日）



吉野作造記念館だより 第31号

10

2023年4月1日 発行

NPO法人古川学人「３つの作造<つく>る」 未来づくり ―次世代育成―

12
月
9
日

第
4
回　
吉
野
作
造
記
念
弁
論
大
会

（
第
9
回　

宮
城
県
高
等
学
校
弁
論
大
会
）

　
　
　
　
　
　
　

主
催
：
宮
城
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

　
　
　
　
　
　
　

共
催
：
宮
城
県
教
育
委
員
会　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
古
川
学
人

　
　
　
　
　
　
　

主
管
：
宮
城
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
弁
論
専
門
部

　
　
　
　
　
　
　

後
援
：
大
崎
市
教
育
委
員
会　

河
北
新
報
社　

大
崎
タ
イ
ム
ス
社

優
良
賞

「
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て
」

田
辺
心
愛
さ
ん
（
聖
和
学
園
高
２
年
）

そ
の
他
発
表
者

「
も
し
私
が
助
産
師
に
な
っ
た
ら

―
産
後
う
つ
を
防
ぐ
た
め
に
」

浅
倉
星
奈
さ
ん
（
名
取
高
２
年
）

「
幸
せ
の
定
義
」

髙
橋　

伶
さ
ん
（
古
川
学
園
高
１
年
）

「
本
当
の
強
さ
と
は
？
」

佐
々
木
颯
太
さ
ん
（
名
取
高
２
年
）

「
自
分
ら
し
さ
」

小
野
寺
陽
奈
さ
ん
（
小
牛
田
農
林
高
１
年
）

「
私
の
願
い
」

時
田
る
な
さ
ん
（
小
牛
田
農
林
高
１
年
）

「
私
と
部
活
動
」

飯
川
義
都
さ
ん
（
仙
台
大
志
高
２
年
）

「
多
様
な
価
値
観
を
経
験
し
て
」

草
刈
み
ず
希
さ
ん
（
古
川
高
２
年
）

〈
講　

評
〉

　

全
体
的
に
今
年
度
の
弁
論
は
、
自
己
の
体
験
に

と
ど
ま
ら
ず
、
日
頃
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
反
映
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
ま
で
に
比
べ
る
と
、
環
境
問
題
や
地

域
の
産
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
弁
論
が
無
く
な
り
、

代
わ
っ
て
自
分
に
内
在
し
た
問
題
や
自
分
の
将
来

を
見
据
え
た
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
戦
争
、
国
際

化
に
伴
う
問
題
な
ど
テ
ー
マ
に
新
し
い
広
が
り
が

出
ま
し
た
。
時
代
を
反
映
し
た
結
果
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
の
点
で
高
校
生
が
現
代
に
生
き
生
き

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
羽
ば
た
く
可
能
性

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
論
の
立
て
方
に

つ
い
て
も
、
抽
象
度
の
高
い
も
の
か
ら
具
体
的
・

現
実
的
な
も
の
ま
で
多
様
で
し
た
が
、
内
容
は
良

い
け
れ
ど
も
表
現
力
が
不
足
し
て
い
る
も
っ
た
い

な
い
弁
論
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
弁
論
は
会
場
と

の
一
体
感
を
上
手
く
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
話

し
方
の
工
夫
、
表
現
方
法
を
も
う
一
歩
磨
い
て
い

く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

個
々
の
入
賞
弁
論
に
つ
い
て
審
査
委
員
会
で

の
講
評
を
ま
と
め
ま
す
と
、
最
優
秀
賞
の
「
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
に
な
る
た
め
に
」（
中
村
茉
莉
亜
さ

ん
・
宮
城
県
築
館
高
等
学
校
二
年
）
は
、
定
期
券

を
無
く
し
た
際
に
外
国
人
男
性
が
一
緒
に
探
し
て

く
れ
た
経
験
や
、
地
方
に
も
多
く
の
外
国
人
労
働

者
が
働
き
、
そ
し
て
生
活
を
し
て
い
る
実
態
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ま
で
地
域
社
会
が
外
国
人
を
ど
う
迎

え
入
れ
、
ま
た
ど
う
共
生
し
て
き
た
の
か
を
考

え
、
多
文
化
共
生
の
必
要
性
や
、
公
務
員
を
目
指

す
自
分
の
将
来
像
と
し
て
「
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」
に

な
る
夢
を
論
じ
ま
し
た
。
幅
広
い
視
点
か
ら
の
弁

論
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
の
「
虹
の
彼
方
に
」（
菅
原
あ
か
り
さ

ん
・
宮
城
県
築
館
高
等
学
校
二
年
）
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
を
幅
広

く
論
じ
た
も
の
で
、
自
己
の
体
験
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
集
会
、
そ
し
て
男
女
共
同
参
画
室
勤
務

経
験
者
の
話
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ
い
て
深

く
考
え
、
誰
に
と
っ
て
も
生
き
や
す
い
社
会
に
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
、
将
来
の
仕
事
を
通
じ

て
自
分
の
夢
の
実
現
を
描
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

優
良
賞
の
「
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て
」

（
田
辺
心
愛
さ
ん
・
聖
和
学
園
高
等
学
校
二
年
）

は
、
児
童
労
働
の
問
題
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

第
四
目
標
の
「
質
の
高
い
教
育
」
の
実
現
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
、
貧
困
か
ら
の
脱
出
に
つ
な
が
る

「
奨
学
金
」
や
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
」
の
意

義
に
つ
い
て
主
張
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
幸
せ
と

は
何
か
を
考
え
た
弁
論
で
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
か
ら
の
弁
論
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
作
造
特
別
賞
の
「
虹
の
彼
方
に
」（
菅
原

あ
か
り
さ
ん
・
宮
城
県
築
館
高
等
学
校
二
年
）

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
問
題
と

自
己
の
問
題
を
結
び
つ
け
て
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
ま
で
論
じ
ま
し
た
。
吉

野
作
造
の
「
よ
り
良
く
生
き
る
」
と
い
う
精
神
に

合
致
し
た
点
が
特
別
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
と
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
に
向
け
て
、
二
名
の
皆
さ
ん
は
、
さ

ら
に
、
原
稿
の
推
敲
や
練
習
を
通
し
て
、
弁
論
内

容
や
論
旨
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
、
ま
た
弁
論
術

を
磨
く
な
ど
し
て
当
日
を
迎
え
て
下
さ
い
。
ま
た
、

惜
し
く
も
入
賞
に
至
ら
な
か
っ
た
皆
さ
ん
は
、
今
回

の
経
験
を
活
か
し
、
さ
ら
に
研
鑽
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。　
　
　
（
氏
家　
　

仁
・
審
査
員
長
）

最優秀賞「キーパーソンになるために」
中村茉莉亜さん（築館高2年）

優秀賞・吉野作造特別賞「虹の彼方に」
菅原あかりさん（築館高2年）
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NPO法人古川学人「３つの作造<つく>る」 街づくり ―市民社会育成―
第
5
回　
お
お
さ
き
社
会
貢
献
大
賞

　

１
月
29
日
の
吉
野
作
造
生
誕
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
、
よ
り
良
い
社
会
を
目
指
す
若
者

の
活
動
を
顕
彰
す
る
「
第
５
回
お
お
さ
き
社
会
貢
献
大
賞
」
表
彰
式
、
社
会
の
課
題

を
見
つ
け
、
み
ず
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
若
者
の
活
動
を
応
援
す

る
事
業
「
吉
野
作
造
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
」
採
用
企
画
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
お
さ
き
社
会
貢
献
大
賞
最
優
秀
賞

大
崎
市
立
鹿
島
台
中
学
校

１
〜
３
年
生
（
11
名
）

優
秀
賞

○
大
崎
市
立
岩
出
山
中
学
校
の
取
り
組
み

（
１
）「
政
宗
公
ま
つ
り
」

大
崎
市
立
岩
出
山
中
学
校

１
〜
３
年
生
（
１
９
１
名
）・
教
職
員

（
２
）「
大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

岩
出
山
支
所
と
の
連
携
事
業

〝
あ
っ
た
か
こ
と
ば
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
〞」

大
崎
市
立
岩
出
山
中
学
校

１
〜
３
年
生
（
２
１
６
名
）・
教
職
員

（
３
）「
岩
中
ハ
ン
ド
シ
ェ
イ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

岩
中
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ　
つ
な
ぎ
届
け
る

ミ
ャ
ンマ
ーへ
の
想
い
」

大
崎
市
立
岩
出
山
中
学
校

１
〜
３
年
生
（
１
９
１
名
）・
教
職
員

○
大
崎
市
立
鳴
子
中
学
校
の
取
り
組
み

（
１
）「
高
齢
者
へ
の
見
守
り
活
動
」

大
崎
市
立
鳴
子
中
学
校

環
境
・
福
祉
委
員
会
（
６
名
）

（
２
）「
パ
キ
ス
タ
ン
洪
水
被
害
へ
の
募
金
活
動
」

大
崎
市
立
鳴
子
中
学
校

生
徒
会
執
行
部
・
環
境
・
福
祉
委
員
会

※
岩
出
山
中
学
校
・
鳴
子
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
校
内
の
複
数
の
組
織
で
下
記
の
社
会
貢

献
活
動
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
優
れ

た
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
取
り
組
み
全
体

に
対
し
て
１
つ
の
賞
を
授
与
し
ま
す
。

・「
岩
出
山
小
学
校
児
童
に
対
す
る
読
み
聞
か
せ
」

宮
城
県
岩
出
山
高
等
学
校
３
年
生
（
14
名
）

奨
励
賞

・「
誰
に
で
も
優
し
く
、
暮
ら
し
や
す
い
大
崎
を

願
っ
て
〜
手
作
り
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
無
償
配
布
」

古
川
学
園
高
等
学
校
家
庭
部
１
〜
３
年
生
（
34
名
）

・「
絵
手
紙
で
つ
な
が
る
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」

大
崎
市
立
岩
出
山
小
学
校
３
〜
６
年
生
（
２
５
０
名
）

応
募
資
格
Ａ（
小・
中・
高
校
生・
特
別

支
援
学
校
生・
高
専
生
）
採
用
企
画

・
「
古
川
西
小
中
学
区
で
の

　

持
続
可
能
な
後
輩
に
継
承
し
て
い
く

地
域
貢
献
活
動
の
充
実
」

大
崎
市
立
古
川
西
中
学
校
２
学
年

お
よ
び
生
徒
会
執
行
部

…
奨
励
金
５
万
円

応
募
資
格
Ｂ（
大
学
生
、
19
〜
29
歳
）

採
用
企
画

・「
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ

お
お
さ
き
」

Ｒｏ
ｂｏ
ｍａ
ｔｃ
ｈ
お
お
さ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

…
奨
励
金
10
万
円

「
７
月
豪
雨
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

２
０
２
２
年
度
は
２
団
体
の
企
画
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

第
4
回

吉
野
作
造
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

〈
講　

評
〉

　

昨
年
７
月
の
記
録
的
な
大
雨
の
影
響
に

よ
り
鹿
島
台
地
域
に
土
砂
が
流
れ
込
み
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
取

り
組
ん
だ
内
容
で
す
。
こ
れ
ま
で
暮
ら
し

て
い
た
住
居
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
を
「
何

と
か
し
た
い
、
助
け
て
あ
げ
た
い
」
と
い

う
一
心
で
、
大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
を
は
か
り
な
が
ら
懸
命
に
取
り
組
ま

れ
、
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
高
く

評
価
し
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
私
た
ち
が

暮
ら
す
地
域
を
み
ん
な
で
守
る
こ
と
の
大

切
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
後
世
に
伝
え
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
一
刻
を
争
い
、
緊

急
性
が
求
め
ら
れ
る
中
で
の
勇
気
あ
る
行

動
に
敬
意
を
表
し
、
今
後
も
困
っ
て
い
る

人
や
地
域
の
た
め
に
自
発
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
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学芸部トピックス

２
月
12
日
・
14
日

第
6
回
吉
野
作
造
検
定

参
加
者

　

初
級
：
５
名
（
合
格
４
名
）

　

中
級
：
４
名
（
合
格
３
名
）

　

上
級
：
３
名
（
合
格
１
名
）

　

大
崎
市
の
小
学
５
〜
６
年
生
を
対
象

に
、
吉
野
作
造
記
念
館
で
展
示
を
見
な

が
ら
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う

企
画
。
本
年
度
は
58
名
の
皆
さ
ん
が
挑

戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。
全
問
正
解
し
た

児
童
に
は
、
認
定
証
と
記
念
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 吉

野
作
造
ジ
ュ
ニ
ア
検
定

２
月
13
日

吉
野
作
造
生
誕
１
４
５
年

記
念
給
食

　

大
崎
市
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ

り
、
大
崎
市
の
小
・
中
学
校
で
給
食
を

通
し
て
吉
野
作
造
を
知
っ
て
も
ら
う
特

別
企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
ニュ
ー
は

吉
野
の
好
物
と
さ
れ
る
お
で
ん
と
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
。
当
館
で
は
教
材
と
し
て
映

像
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、

本
企
画
に
全
面
協
力
し
ま
し
た
。

記
念
給
食
を
食
べ
た
生
徒
の
感
想

○
吉
野
作
造
さ
ん
の
好
物
と
動
画
内
で
紹

介
さ
れ
て
い
た
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
お

で
ん
が
給
食
に
出
て
い
て
、
ま
さ
に
記
念

給
食
に
ふ
さ
わ
し
い
給
食
だ
と
思
い
ま
し

た
。
お
で
ん
は
私
の
好
物
で
も
あ
る
の

で
、
給
食
を
通
し
て
、
吉
野
さ
ん
と
の
共

通
点
も
見
つ
け
ら
れ
て
心
が
ポ
カ
ポ
カ
し

た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
民
主

主
義
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
考
え
を
説
い

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
の
生
活
が
あ
る
の

だ
と
、
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。
給
食
す

ご
く
お
い
し
か
っ
た
で
す
！（古

川
中
学
校
）

○
今
の
日
本
の
民
主
主
義
は
吉
野
作
造
が

深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
動
画

で
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
お

で
ん
が
好
物
だ
っ
た
と
聞
い
て
、
今
の
人

も
昔
の
人
も
「
美
味
し
い
」
と
感
じ
る
も

の
は
同
じ
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
古
川
中
学
校
）

吉野作造生誕145年記念給食
（古川第一小学校、2月13日）

教育委員会に台帳提出（3月15日）
寄贈・購入等103点の新規資料を登録

古川第一小学校・古川中学校の2校が
吉野作造教育実践研究指定校に。（4月5日）

学芸体験講座「市民で作る企画展」
（10月～ 12月）



吉野作造記念館だより第31号

13

2023年4月1日 発行

学芸部トピックス
10
月
〜
12
月

学
芸
体
験
講
座

市
民
で
作
る
企
画
展

　

大
崎
市
に
残
る
貴
重
な
文
書
資
料
の
読

解
を
通
し
て
、
地
域
の
歴
史
や
文
書
資
料

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
た
市
民
参
加
型
の
新
企
画
で
す
。

　

第
１
回
と
な
る
今
回
は
、
大
崎
市
荒
田

目
地
区
の
戦
時
中
の
回
覧
板
（
大
崎
市
文

化
財
「
加
藤
家
文
書
」）
を
題
材
と
し
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、「
市
民

学
芸
員
」
と
し
て
読
解
か
ら
翻
刻
の
凡
例

決
め
、
解
説
執
筆
ま
で
取
り
組
ん
で
も
ら

い
、
そ
の
成
果
を
後
期
企
画
展
「
我
が
町

お
お
さ
き
の
歴
史
・
文
化
（
第
１
回　

戦

争
篇
）」
で
展
示
し
ま
し
た
。

　

前
年
に
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修

会
・
助
成
事
業
を
実
施
し
、
全
国
７
校
の

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
保
存
と
指
定
管
理
者
制

度
」（
二
〇
二
二
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
カ

レ
ッ
ジ
修
了
論
文
報
告
会
、
３
月
26
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
）

論
文
等

・
佐
藤
弘
幸
「
地
域
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
保
存
―
吉
野
作
造
記
念
館
の
事
例
を

中
心
に
」
（『
吉
野
作
造
研
究
』
第
19
号
、

２
０
２
３
年
４
月
）

・
小
嶋
翔
「
社
会
教
育
者
と
し
て
の
安
部
磯

雄
―
明
治
期
社
会
主
義
思
想
に
お
け
る
都

市
公
共
論
」（『
日
本
経
済
思
想
史
研
究
』

第
22
号
、
２
０
２
２
年
３
月
）

・
小
嶋
翔
、
分
担
執
筆
（
第
10
講
「
女
性
解

放
思
想
」）、
山
口
輝
臣
・
福
家
崇
洋
編

『
思
想
史
講
義
【
大
正
篇
】』
筑
摩
書
房
、

２
０
２
２
年
８
月

・
小
嶋
翔
「〈
書
評
〉
岡
安
儀
之
著
『「
公
論
」

の
創
生
「
国
民
」
の
誕
生
―
福
地
源
一
郎

と
明
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』」（『
歴
史
』

１
３
８
号
、
２
０
２
２
年
４
月
）

・
小
嶋
翔
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
北
・
民
主

主
義
の
源
流
」
に
寄
せ
て
」（『
社
会
文
学
』

56
号
、
２
０
２
２
年
８
月
）

・
仮
称
・
お
お
さ
き
文
化
研
究
会
（
小
野
寺

智
、
高
橋
静
江
、
辻
山
智
信
、
二
郷
成
子
、

橋
本
裕
美
、
三
浦
明
希
―
以
上
６
名
：
市

民
学
芸
員
／
小
嶋
翔
、
佐
藤
弘
幸
―
吉
野

作
造
記
念
館
）「（
史
料
紹
介
）
戦
時
下
大

崎
地
域
に
お
け
る
農
村
の
暮
ら
し
―
大
崎

市
所
蔵
「
荒
田
目
地
区
回
覧
板
」（
加
藤

家
文
書
）」（『
吉
野
作
造
研
究
』
第
19
号
、

２
０
２
３
年
４
月
）

5
月　
仙
台
第
一
高
等
学
校

　
　
　

一
関
市
博
物
館

7
月　
上
田
家
（
東
京
都
）

12
月　
大
崎
市
図
書
館

　
　
　

鎌
田
記
念
ホ
ー
ル

・
２
０
２
２
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
カ
レ
ッ
ジ

（
史
料
管
理
学
研
修
会
）
受
講
（
７
月
〜

９
月
）
※
オ
ン
ラ
イ
ン

　

参
加
職
員
：
小
嶋
翔
、
佐
藤
弘
幸

　

国
文
学
研
究
資
料
館
主
催
の
記
録
資
料
の

収
集
、
整
理
、
保
存
、
利
用
等
に
関
す
る
専

門
職
員
（
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）
養
成
の
研
修
会
。

・
沖
縄
県
公
文
書
館
見
学
（
10
月
25
日
）

　

参
加
職
員
：
小
嶋
翔
、
佐
藤
弘
幸

資
料
調
査

研
修
な
ど

研
究
発
表
・
執
筆
活
動

研
究
発
表

・
小
嶋
翔
「
戦
時
下
・
晩
年
の
能
楽
研
究
―

一
九
四
三
年
東
北
帝
大
能
楽
公
演
に
寄
せ

て
」（
東
北
大
学
文
学
部
創
立
一
〇
〇
周

年
・
阿
部
次
郎
記
念
館
新
規
資
料
公
開
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
阿
部
次
郎
研
究
の
新

地
平
」、
10
月
15
日
、
東
北
大
学
片
平
さ
く

ら
ホ
ー
ル
）

・
小
嶋
翔
「
吉
野
作
造
と
大
正
期
文
芸
思
想

―
唯
物
論
社
会
主
義
と
の
対
決
を
通
じ
た

交
錯
」（
国
際
啄
木
学
会
二
〇
二
二
年
度

秋
の
大
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
期
の
文
学
と
思
想
―
啄
木
・
晶

子
・
作
造
」、
10
月
16
日
、
吉
野
作
造
記
念

館
）

・
小
嶋
翔
「
自
治
体
文
書
館
に
お
け
る
民
間

９
月
３
日
・
４
日

吉
野
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
事
業

人
材
育
成
研
修
会
／
助
成
事
業

大
学
・
大
学
院
か
ら
21
名
の
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

３
日
に
河
野
康
子
法
政
大
学
名
誉
教
授

に
よ
る
基
調
講
演
「
沖
縄
復
帰
50
年
を
迎

え
て
―
施
政
権
返
還
へ
の
道
を
中
心
に
」、

４
日
に
は
オ
リ
ガ
・
ホ
メ
ン
コ
慶
應
義
塾

大
学
訪
問
准
教
授
に
よ
る
全
体
講
義
「
近

現
代
史
に
お
け
る
日
本
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
関

係
、
満
州
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
に
つ
い
て
」
ほ
か
、
２
日
間
で
６
つ

の
分
科
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
の
助
成
対
象
者
は
５
名

で
、
す
べ
て
学
術
研
究
で
す
。

※
前
年
度
助
成
の
成
果
報
告
は
、『
吉
野
作

造
研
究
』
第
19
号
（
２
０
２
３
年
４
月
発

行
）
に
掲
載
。

　

第
８
回
吉
野
作
造
研
究
賞
（
２
０
２
２

年
９
月
末
日
応
募
締
切
）
は
、
厳
正
な
る

審
査
の
結
果
、
次
の
２
作
品
に
最
優
秀

賞
、
新
人
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

第
８
回
吉
野
作
造
研
究
賞

［最優秀賞］
柳愛林『トクヴィルと明治思想史
―〈デモクラシー〉の発見と忘却』
（白水社、2021年）
［新人賞］
澤 井　 勇 海、East Asia before 
‘Diplomacy’: The Transformation 
of China and Japan’s Foreign 
Policy-making, 1858-1881（博士論
文、2021年5月）
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新収蔵資料紹介
　

明
治
文
化
研
究
会
の
機
関
誌
だ
っ
た

『
新
旧
時
代
』『
明
治
文
化
研
究
』
の

原
稿
や
ゲ
ラ
刷
、
図
版
写
真
な
ど
計

２
９
６
点
。
吉
野
作
造
の
ほ
か
、
尾
佐

竹
猛
、
石
井
研
堂
、
宮
武
外
骨
な
ど
、

明
治
文
化
研
究
会
の
主
要
な
会
員
の
原

稿
も
多
数
含
ま
れ
ま
す
。

東
京
吉
野
家
旧
蔵
資
料

　
「
自
由
民
権
時
代
の
主
権
論
」
を
は

じ
め
と
す
る
吉
野
作
造
原
稿
、
有
島
武

郎
や
徳
富
健
次
郎
（
蘆
花
）
が
吉
野
に

あ
て
た
書
簡
な
ど
吉
野
の
遺
稿
・
遺
品

の
ほ
か
、
吉
野
作
造
長
男
俊
造
氏
の
遺

稿
、
吉
野
博
士
記
念
会
の
関
係
資
料
な

ど
計
84
点
。

黄
興
ほ
か
書
幅
７
点

　

有
島
武
郎
、
杉
浦
重
剛
、
岡
田
起

作
、
中
国
の
政
治
家
黄
興
、
唐
紹
儀
、

馮
玉
祥
ら
。（

以
上
２
０
２
２
年
７
月
寄
贈
）

吉
野
作
造
遺
影
写
真

　

青
山
学
院
で
執
り
行
わ
れ
た
吉
野
の

葬
儀
で
使
用
さ
れ
た
写
真
。

（
２
０
２
２
年
５
月
寄
贈
）

寄贈資料一覧（2022年4月～2023年3月）

•山形県川西町教育委員会教育文化課『アルカディア人物館―川西が生んだパイオニア』（公開五周年記念誌） 井上　ユリ氏
•『井上ひさし発掘エッセイセレクションⅡ この世の真実が見えてくる』　他2点 岩 波 書 店
•明治大学史資料センター（編）『鵜澤總明と明治大学』　他1点 明治大学史資料センター
• E・W・クラーク顕彰事業実行委員会（編）『エドワード・ウォレン・クラークと明治の静岡 /日本 /アメリカ』 今野喜和人氏
•桜井滋郎『思い出すまま　三』　他9点 駒板　精思氏
•鹿島台歴史研究会（文）、只野文子（絵）『鎌田三之助―品井沼干拓と村づくりの一生―』 鹿島台歴史研究会
•新井勝紘『関東大震災　描かれた朝鮮人虐殺を読み解く』 新井　勝紘氏
•宮城県小牛田農林高等学校（編）『小牛田農林百年史』　他12点 伊藤たか子氏
•武藤秀太郎『島田三郎―判決は国民の輿論に在り―』 武藤秀太郎氏
•矢吹晋（監修）、鈴木博（訳）『周恩来 十九歳の東京日記』［改訂新版］ 株式会社デコ
•石垣政裕『霜の朝わたしは峠を越える―ブゼル先生伝Ⅱ―』 石垣　政裕氏
•仙台市博物館（編）『仙台市博物館 館蔵名品図録』［改訂版］ 仙台市博物館
•宮城県教育会（編）『玉造郡誌』（復刻版）　他12点 小嶋　　翔氏
•藤岡信勝ほか10名『中学社会　新しい歴史教科書』 自　由　社
•金子勝『日本国憲法と鈴木安蔵―日本国憲法の間接的起草者の肖像―』 金子　　勝氏
•古川商工会議所（編）『古川商工会議所創立70周年記念誌―一人ひとりが実りのある地域へ―』 古川商工会議所
•仁昌寺正一『平和憲法をつくった男　鈴木義男』 仁昌寺正一氏
•關岡一成『吉野作造と海老名彈正―吉野が「海老名門下のクリスチャン」とされる理由』 教　文　館
•宮田光雄『良き力に不思議に守られて―講演・説教・論考―』 宮田　光雄氏
•『会報』157号　他1点 東京大学学生キリスト教青年会
•『月刊　選挙』第75巻第5号 都道府県選挙管理委員会連合会
•『初期社会主義研究』第30号 後藤　彰信氏
•『社会文学』第56号 日本社会文学会
•『写真通信』（合本）第107号～ 118号 早坂　敏明氏
•『丸山眞男記念比較思想研究センター報告』第17号 千葉　　眞氏
•『りらく』第24巻第9号（通巻284号） プランニング・オフィス
•『第二高等学校同窓会　会員名簿』 後藤　　斉氏
•内ヶ崎作三郎色紙「桑麻影裏掩柴荊…」　他4点 松田　　茂氏
•［写真］古川第一小学校　航空写真　他1点 大益三樹子氏
•［写真］金谷不動尊再興祭（護摩焚き行）　他2点 佐藤　仁美氏
•馮玉祥書「到眼詩書皆雪亮」 上田　雪子氏
•馮玉祥書「束身名教自風流」 上田　雪子氏
•黄興書「連翩飛処影横斜」（七言絶句） 上田　雪子氏
•唐紹儀書「翻手作雲覆手雨　紛々軽薄何須数…」（七言絶句） 上田　雪子氏
•有島武郎書「含徳之厚比于赤子」 上田　雪子氏
•杉浦重剛書「鉄骨氷心長養真」 上田　雪子氏
•岡田起作書「山高不碍白雲飛　竹密不妨流水過」 上田　雪子氏
•小松清氏旧蔵明治文化研究会関係資料（296点） 上田　雪子氏
•東京吉野家旧蔵資料（84点） 上田　雪子氏
•［写真］吉野作造遺影写真 上田　雪子氏
•［写真］「古川学人吉野作造之碑」除幕式関係写真・資料 上田　雪子氏

謹んで御礼申し上げます。

小
松
清
氏
旧
蔵

明
治
文
化
研
究
会
関
係
資
料
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泉
館
山
高
等
学
校

○
今
回
の
ス
ラ
イ
ド
や
説
明
を
聞
い
て
、
吉
野
作
造

さ
ん
は
そ
の
当
時
の
日
本
の
政
治
に
大
き
な
革
新
を

与
え
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
の
10
代
層
は
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の
投
票
率
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
の
は
高
校
や
大
学
生
活
に
よ
っ
て
忙
し

い
時
期
に
な
っ
て
い
た
り
、
最
初
は
投
票
し
た
も
の

の
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
り
考

え
て
い
な
い
こ
と
で
選
挙
に
行
く
意
識
が
減
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
な
と
個
人
的
に
思
い
ま
し
た
。
高

齢
者
の
中
で
選
挙
参
加
に
積
極
的
な
方
が
多
い
の
か

今
ま
で
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
年
金
な
ど
の

こ
と
で
自
分
た
ち
の
生
活
が
政
治
に
大
き
く
関
わ

る
点
も
理
由
の
一つ
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が
出
来
て
良

か
っ
た
で
す
。
最
後
に
、
国
民
は
主
体
的
に
考
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

○
私
は
５
、６
歳
の
時
に
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
投

票
所
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
で
は
両
親
が

「
こ
の
政
党
が
〜
」
な
ど
よ
く
政
治
の
話
を
し
て
い

た
の
で
私
も
自
然
と
政
治
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
な
の
で
今
回
の
講
演
会
の
内
容

は
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
特
に
日
本
の
若
者

は
他
国
の
若
者
に
比
べ
て
、
日
本
の
未
来
に
明
る
い

印
象
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
や
自
分
の
力
で
政
治
を
動

か
せ
る
と
い
う
意
識
の
あ
る
人
が
少
な
い
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。
来
年
か
ら
有
権
者
に
な
る
の
で
友

達
を
誘
っ
て
選
挙
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
正
直
、
た
っ
た
１
人
が
投
票
し
て
も
、
投
票
率
が

高
い
50
代
や
60
代
の
世
代
に
飲
ま
れ
て
し
ま
い
、
投

票
す
る
こ
と
に
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

し
ま
う
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
社
会
に
課
題

を
感
じ
て
い
る
の
に
、
中
々
行
動
で
き
な
い
日
本
人

の
性
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
若
者
に
と
っ
て
、
投
票

に
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
の
意
見
を
国
に
示

せ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
た
っ
た
一

票
」
で
は
な
く
、
「
日
本
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る

貴
重
な
一
票
」
と
し
て
扱
い
、
民
主
主
義
と
し
て
の

役
割
を
全
う
し
て
い
き
た
い
で
す
。
私
は
来
年
の
県

議
会
議
員
選
挙
で
は
選
挙
権
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

投
票
に
参
加
し
た
い
で
す
。

古
川
学
園
高
等
学
校

○
現
代
の
社
会
は
、
昔
に
比
べ
た
ら
選
挙
に
参
加

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
が
、
有
権
者
で
も
投
票
に
行

く
人
が
少
な
い
。
こ
の
先
長
い
人
生
を
生
き
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
未
来
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
も
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
投
票
に
参
加
し

た
い
と
思
っ
た
。
ま
た
、
超
高
齢
社
会
が
進
む
中
で

福
祉
面
で
お
金
を
使
う
の
か
、
目
先
だ
け
で
な
く
、

全
体
を
見
通
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
各
国

で
は
選
挙
権
年
齢
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
若
い
国
で

は
16
歳
、
高
い
国
で
は
25
歳
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

○
現
在
の
有
権
者
は
世
代
別
で
若
い
世
代
は
教
育
、

未
来
、
ク
リ
ー
ン
な
政
治
、
20
代
等
は
コ
ロ
ナ
対
策

や
戦
争
に
て
高
騰
し
た
材
料
費
、
シ
ニ
ア
世
代
は

物
価
対
策
や
減
税
と
いっ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
求
め
て
い
る

こ
と
が
別
で
あ
り
、
そ
れ
ら
全
て
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。
昔
は
政
治
に
参

加
す
る
こ
と
は
限
ら
れ
た
人
だ
け
の
特
権
で
あ
っ
た

が
、
現
代
に
は
国
民
が
政
治
に
参
加
す
る
権
利
を

少
し
ず
つ
獲
得
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、
民

主
主
義
の
発
展
の
表
れ
だ
と
思
っ
た
。

○
私
た
ち
の
政
治
参
加
が
私
た
ち
の
生
活
に
直
結

す
る
。
そ
の
た
め
の
民
主
主
義
な
の
で
、
自
分
た
ち

の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
選
挙
に
積
極

的
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
た
。
政
治
の
正
解
は
１
つ

で
は
な
い
。
周
り
の
意
見
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
な
に
が
国
民
、
国
の
た
め
に
な
る
の
か
、
そ
の

本
質
を
見
極
め
る
力
を
身
に
つ
け
た
い
。

仙
台
第
三
高
等
学
校

○
以
前
親
に
選
挙
に
行
く
よ
う
そ
れ
と
な
く
促
し

た
と
こ
ろ
、「
自
分
１
人
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
し

学生のみなさんのご感想

記念館からのお知らせ
2023（令和5）年度の主な行事予定（上半期）
４月８日　館長講座「吉野作造の文章を読んでみよう」①
４月23日　いぬねこ十一番地
５月３日　憲法記念日講演会
　　　　　講師：巻美矢紀氏（上智大学法科大学院教授）
５月５日　こどもの日ワークショップ
５月５日～５月14日
　　　　　やさしいアートの世界 姉歯公也・菅原暢子 二人展
５月13日　館長講座「吉野作造の文章を読んでみよう」②
５月28日　学芸体験講座「資料読解～資料で見る吉野作造とその時代」①
６月10日　館長講座「吉野作造の文章を読んでみよう」③
６月25日　学芸体験講座「資料読解～資料で見る吉野作造とその時代」②
７月８日　館長講座「吉野作造の文章を読んでみよう」④
７月23日～９月24日
　　　　　前期企画展「戦後史の中の吉野作造（仮）」
９月９日　館長講座「吉野作造の文章を読んでみよう」⑤
※下半期の予定についてはウェブサイト等でお知らせします。

　2023年4月1日より「YOSHINOオリジナルコーヒー」の価格
が改定されました。改定後は１個あたり20円の値上げ（1個180
円⇒200円）となります。誠に申し訳ございませんが何卒ご理解
とご協力の程お願いを申し上げます。

た
。
確
か
に
、
一
人
一
人
の
力
は
弱
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
の
小
さ
な
声
を

届
け
る
権
利
を
放
棄
し
無
関
心
の
ま
ま
で
い
る
こ

と
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
講
義
を
受
け
て
、

私
の
考
え
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い

安
心
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
有
権
者
に
な
っ
た
ら

必
ず
選
挙
に
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
の
問

題
に
対
し
て
デ
モ
を
し
た
り
寄
付
を
し
た
り
す
る

こ
と
は
難
し
い
け
れ
ど
、
投
票
な
ら
私
に
も
で
き

る
か
ら
で
す
。
現
状
を
嘆
く
だ
け
で
な
く
、
ど
れ

だ
け
小
さ
く
て
も
行
動
を
起
こ
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

○
私
は
探
究
の
時
間
で
「
日
本
の
若
者
の
選
挙
投

票
率
を
あ
げ
る
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
元
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
日
の
講
義
を
お
聞
き
し
て
、

選
挙
投
票
率
を
上
げ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て

痛
感
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
作
成

を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
後
の
活

動
に
お
い
て
是
非
と
も
お
話
を
お
聞
き
し
た
り
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

○
「
若
者
の
投
票
率
が
低
い
」
と
い
う
課
題
は

様
々
な
場
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
来
年
18
歳
に
な
り
選
挙
権
を
獲
得
す
る
私
達

だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
危
機
感
を
感
じ
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
将
来
、
投
票
す
る
必
要
性
を
見
失
っ

た
時
は
、
講
義
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
投
票
し

な
か
っ
た
と
し
て
も
い
ず
れ
自
分
達
に
帰
っ
て
く

る
。」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
、
常
に
正
解
に

近
い
答
え
を
出
す
た
め
に
「
選
挙
で
投
票
す
る
」

と
い
う
民
主
主
義
国
家
故
に
保
持
す
る
私
達
国
民

の
「
権
利
」
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　令和5年3月13日以降、新型コロナウイルス拡大防止のための措置は下記
の通りとなります。何卒ご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。
入館・展示見学に関して
●マスク着用は原則任意となりますが、着用を呼びかける場合があります。
会場の貸出に関して
●研修室・講座室には引き続き飛沫防止シートを設置しています。
●感染リスクが高いと判断される内容に関しては、利用をお断りする場合があります。

価格改定のお知らせ
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ご寄附の御礼

令和４年度　ＹＯＳＨＩＮＯサポーター

吉野作造記念館 利用案内

開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は16：30まで）
入館料（常設展） 入館料（企画展）

一 　 般 320円（260円） 500円（400円）
高 校 生 220円（160円） 300円（200円）
小・中学生 100円（80円） 200円（100円）
※（　）内は20名以上の団体料金

休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
（12月29日～ 1月3日）、臨時休館日

吉野作造記念館だより 第31号
2023年4月1日発行

編集・発行　吉野作造記念館
　　　　　　特定非営利活動法人古川学人
〒989‒6105　宮城県大崎市古川福沼1－2－3

Tel 0229‒23‒7100　Fax 0229‒23‒4979
Mail yoshino-npo.fg@blue.ocn.ne.jp
https://www.yoshinosakuzou.info/

㈱村田工務所　㈱北都開発　㈱氏家建築設計事務所　㈲若見自動車整備工場　㈱佐藤酸素
（福）賛育会　内藤印刷㈲　㈱チバミン　古川信用組合　㈱美研　我妻建設㈱
古川ガス㈱　 遊山社　 ㈱池月道の駅　 ㈲アクセス　 （一社）みやぎ大崎観光公社　 ㈲三塚タイヤ

●NPO事業について
　https://www.yoshinosakuzou.info/npo-2（寄附フォームへのリンクがあります）
●2022年度事業に関する詳細は『2022（令和4）年度 吉野作造記念館年報』をご覧ください。

●NPO法人古川学人にご寄附いただいたみなさま（2022年4月1日～ 2023年3月31日）
苅部　　直　様　　　手嶋　泰伸　様　　　井関　　純　様　　　加藤シゲ子　様　　　高橋　静江　様
辻 山　智信　様　　　後藤　　昇　様　　　會田　征子　様　　　小口　晃平　様　　　髙橋　利昭　様
東出　光世　様　　　黒田　英雄　様　　　宮﨑　継雄　様　　　吉村　敏之　様　　　二郷　成子　様
長尾　　資　様　　　諸岡　敏裕　様　　　諸岡　則子　様　　　平野　　博　様　　　浅見　定雄　様
長谷川美子　様　　　大泉　忠行　様　　　秋山　真一　様　　　岩佐　弘一　様　　　伊藤千恵子　様
松田　　茂　様　　　永澤　汪恭　様　　　横山　寛勝　様　　　佐々木公明　様　　　森田　純一　様
磯崎三喜年　様　　　加藤　晴彦　様　　　吉野作造を学ぶ会　様
氏名非公表ご希望　14件（14個人）

合計　325,000円

●「みやぎチャレンジプロジェクト」にご寄附いただいたみなさま（2022年12月1日～2023年2月28日）
団体
　フルテック　株式会社　様　　株式会社　リフレッシュかむろ　様　　有限会社　スペーストライ　様
　特定非営利活動法人　ハッピィート大崎　様　　株式会社　ダスキンサーヴ東北　ダスキン古川　様
個人  
　清水唯一朗　様　　武藤秀太郎　様　　佐々木公明　様　　髙橋　利昭　様　　大和田雅人　様
　平野　兵悦　様　　二郷　成子　様　　佐藤　憲一　様　　髙橋　久之　様　　氏家　　仁　様
　佐々木　威　様
氏名非公表ご希望　11件（2団体・9個人）

合計　502,831円

●2022（令和4）年度吉野作造記念館事業へボランティア協力をいただいたみなさま
　高橋　憲夫　様　　大崎中央高等学校野球部の皆様　　おおさきリンクアクション　様

謹んで御礼申し上げます。


